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pounds 　 in　biological　 sample 　also 　had 　no 　apPredable

effect 　 on 　 the 　 determination
，
　 whereas 　 thiol　 compounds

such 　 as 　 glutathione　 and 　 cysteine 　interfered　 with 　 thc

analysis ．　Howcver
，
　 the 　interference　 could 　be　blocked

by　 trcating 　the 　 samplc 　 with 　N −ethy 正maleimide 　 prior
to　the 　 Huorescence 　 reaction ．　 The 　 linear　 calibration

curvc 　was 　obtaincd 　over 　the 　concentration 　range

（0．4〜50）nlnol 　arginine 　in　3　ml 　of 　the 　reaction 　mixture

in　the 　presencc　of （10〜 100＞nmol 　of 　each 　of　21　 am 三po
acids 　 and 　glutathione．　The　coe 伍 cient 　 of 　 variation

of 　 this　 method 　 was 　 3．8 ％　（n ＝＝16｝f（）r　 1．O　nmol 　 of

a 「91mne ・

　　　　　　　　　　　 （Rcceived 　June　12，
198！）
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specific 　determination 　of 　arginine ；　 2
，
3−napllthalene −

　dicarbaIdehyde ；　β
一cyclodextrin ；　fluorescence　reac −

　 tlon ； modi 丘ed 　reagent 　of 　o−phthalaldehyde ．

黒鉛炉原子 吸光法 に よ る 尿中の カ ドミウム の 定 量
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＊
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　黒鉛 炉 原 子 吸光 法 は 高 感度 で あ る が ， 尿 中 の カ ド ミ ウ 厶 の 直 接 定 量 に お い て は ，尿 中 マ ト リ ッ ク ス が

影響 し ， 十 分 な 精度 は 得 られ な い ， そ の た め ， 尿 中有 概 物 に は ， 従来 ど お り硝 酸
一
過酸化 水 素 水 法 に よ

る 湿 式 分 解 を 適 用 し，尿 中無機塩類 に は ， 2倍 希釈 と タ ン グ ス テ ン カ
ーバ イ ド処 理 管及 び ラ ソ プ モ ード

の 適 用 で 干渉 を除去 し た ．

　本 法 の 定 量 下 限 は
，
O ．1　Fg　Gd ／レurine で あ る が ，

こ れ は 過酸化 水 素 水 の カ ド ミ ウ ム 空 試 験 値 の 変 動

を考 慮 し た 結 果 で あ り，超 高 純 度 品 が あ れ ば 更 に 改善 さ れ る ．24 時 問 尿 （0．36隠 Cd ／1−urine ）を 用 い

た 場合 の 変動係 数 は 1．76％ と 良好 で あ っ た ．

1 緒 言

　近年，環境中 に 放 出 さ れ る 無機
・
有機汚染物 質が

， 直

接ある い は 間接に 生物に 影響 を 及 ぼす こ とが 問題 と な

り，関連す る 生体試料 の 高感度分析法の 確立 が望ま れ て

い る．既 に 著者 らは 尿 中 の 全 ク ロ ム 1）
， 及 び ク ロ ム （III）

と ク ロ ム （VI）の 分別定量
z）

に つ い て報告 した ．本報で

は ，カ ド ミ ウ ム の 人体 負荷を反映し 診断上 に も有効S） と

さ れ て い る尿中の カ ド ミ ウ ム の 定 量 に つ い て 報告す る．

　尿 中 の 微 量金属 の 分析に は誘導結合 プ ラ ズ マ 発光分光

法 に よ る多元素同時定量があ るが 3）の
， 装置 の 普及度や デ

ータ の 信頼性か らも黒鉛炉 や 金属炉方式 の 原子 吸 光法 に

よ る 定量法 の 確立 は 意味があ る．一
般 的な 尿中 の カ ド

ミ ウ ム の 分 析法 は，湿式分解又 は 乾式灰化後 ，
APDC −

MIBK 抽 出 し， 原 子吸光分析す る 方式が と ら れ る
5 ｝6｝．

直接 あ る い は 硝酸添加定量法 で は ， 黒鉛炉 の 温度を抵

＊
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抗
7｝

， 又 は 光学 的
8） に 制御 し た もの な ど が あ る． 又 ，白

金 フ ィ ラ メ ソ トに 尿中の カ ド ミ ウ ム を 電着し た後原子吸

光分析 した もの
9 ）や 尿を 湿式分解又 は 蒸 発乾固し て 完全

分解後， 黒鉛炉原子吸光分 析 した もの もあ る
1°）． そ の

他，尿 及 び 血 中 の 金属の 定量 に お い て
， 干 渉抑制剤 （リ

ン 酸，リ ン酸塩 ア ス コ ル ビ ン 酸 ， 硝酸 ア ン モ ニウ ム な

ど） を 使 用 した 例 が幾 つ か あ る
11 ）”IS ）． 又，モ リ ブ デ ン

カ ーパ イ ド処理 管も用 い られ て い る
S）IS）．

　著者 らは ，最初，直接定量法 を 試み た が，尿 中 の 有機

物 ， 無機塩類 の 影響が大 き く， 干渉抑制剤を 用 い て も，

カ ド ミ ウ ム の シ グ ナ ル が バ
ッ ク グ ラ ウ ン ド吸収 と区別 し

に くく，十分な精度 は 得 られな か っ た ．又，尿中 の ク ロ

ム 分析に 用 い た 水酸化鉄 （III）共沈法
1）「） を試み た が ， カ

ド ミ ウ ム の 回収率 の 変動 が 大 きか っ た ．そ こ で ， 装置面

で は ラ ソ プ モ ードを 用い て， カ ド ミ ウ ム の シ グナ ル とパ

ッ
ク グ ラ ウ ソ ド吸収を分離 し，金属 カ

ーバ イ ド処理管を

使用する な ど の 対策を し，試料処 理面 で は 湿式分 解 と希

釈法を適用 し て 好結果を得た の で 報告す る．
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2 試薬 と装置

　2 。1 試　薬

　合成 尿 ； 既 報
1）2） と 同様 に 西 島 ら

14 ｝ に 準 じ 調 製 した ・

　 カ ド．ミ ウ ム 標 準 溶 液 （1000mg ！l）： 金 属 カ ド ミ ウ ム

（和光 純薬製 ，
99．999％） を 用 い ，Jls　K 　olo2 （1974）

に 準 じ調 製 し た．使用 の 都 度 ，適宜希釈 して 用 い た．

　30％ 過 酸化水素 水 ： 三 菱 瓦 斯化学製特級 ， 和光純薬

製原子 吸光 分析用 ， 及 び 三 徳化学製特 級 を 用 い た ．

　水 は 蒸留 水 を 更 に 脱 イ オ ン し た もの を 用 い ， そ の 他 の

試薬 は す べ て 市販特級 品 を 用 い た．

　2・ 2 装　置

　日 立 170−50A 型原子吸光 光 度 計 に ， 同 社製 GA −2 型

グ ラ フ ァ イ トア トマ イ ザ ーを 取 り付 け 使 用 し た．光 源 に

は 同社製 カ ド ミ ウ ム 中空陰極 ラ ン プ を ， 原 子 化 時 の パ
ッ

ク グ ラ ウ ン ド補 正 に は 同 社製高輝度 重 水 素 ラ ン プ を 使 用

し た ．試料 の 注 入 に は ，
エ

ッ
ペ ソ ドル フ 社 製 マ イ ク ロ ピ

ペ ッ ト （10pl 用）を 使 用 した． 尿 の 湿式分解 は，田 口

ら 1の が 考 案 し た 首長 フ ラ ス コ 中で 行 っ た・

3 実 験 方 法

　3・1　黒 鉛炉原子吸光法の測定条件

　合成尿 に カ ド ミ ウ ム を段階的 に 添加 し ，
3・3 の 標準操

作に よ っ て 得た測定試料，及 び カ ド ミ ウ ム 標準溶液 を用

い ， 黒鉛 炉原子吸光法の測定条件 を 検討し ，
Table 　1 に

示す条件 に 定め た ．な お ， 温度 は メ ーカ ーの デ
ー

タ に よ

り ， 又，バ
ッ

ク グ ラ ウ ソ ド吸 収 と シ グ ナ ル と を ともに 2

ペ ソ レ コ ーダーに 記 録 し た．

Table 　1　 0perating　conditions

22S．Bnm
　 7．5mA
　 2．Ok91cm2 ，　2．61〆lnin

tsoec ，30s

3000C ，30　s

1800°G ，　ss

10Fl

し た．放 冷後， 分解試料を 50 皿 1 メ ス フ ラ ス コ に 移 し ，

水 で 定容 とす る． こ れを測定試料と し ，
タ ン グ ス テ ソ カ

ーパ イ ド処理管を用い た 黒鉛炉原子吸光法に よ り カ ド ミ

ウ ム 濃度 を定量する．

4 結果及 び考察

　4 ・1 灰化条件 の検討

　カ ド ミ ウ ム の 場合，共存物質の 影響 を 除 くた め に ， 灰

化温度を 上 げ過ぎた り， 灰化 時間を 長 くし 過 ぎ る と，灰

化時 に カ ド ミ ウ ム が 揮散す る．有機物を含 ま な い 合成尿

に カ ドミ ウ ム を
一定量添加 し

，
タ ソ グ ス テ ソ カ ーパ イ ド

処理管を用 い て ，灰化温度 と無機塩類 と の 影響を調 ぺ た

結果 を Fig・1 に 示す． こ こ に ， 縦軸 の 数値は カ ド ミ ゥ

ム 標準溶液を用い た 場合を 100 と して ， 影響を相対値で

表 した．原子化温度 は 1500DC と し た ．灰化温度 150

° C の 値 は 灰化を 省略 し た ときの もの で ある．標準溶

液を 用 い た 場合 も，灰化温度 400 ° C 以上 で は カ ド ミ ウ

ム が揮散する の で ，以後灰化温度は 300 °C と した ．他

の 方法
7）s）と比較す る と，お よ そ loo　

eC
低 い 値 で ある・

なお ， 灰化時間も検討 し 30 秒 と定め た ．

120
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　3・ 2 金属カ ーバ イ ド処 理

　Zatkaie） の 方法 に 準 じ ， タ ン タ ル 及 び タ ソ グ ス テ ン 処

理 を行 っ た ．
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Fig．1　Effect　of 　ashing 　temperature 　on 　the 　 rela −

　　　　tive　peak　height　of 　cadmiuln 　i皿 synthetic

　 　 　 　 urine

　 　　　（】d ： 2pg ／1；　Tungstcn　carbide 　treaに d　tube

　3 ・3　標準操作

　尿試料 25m1 を首長 フ ラ ス コ に 採 り， 濃硝酸 5ml
，

30％ 過酸化水 素水 10m1 を加え，ホ ッ b プ v 一 ト上 で

200eq 約 2時 間加熱分解する．放冷後 ， 再 び 30 ％ 過

酸化水素水 5m1 を 加え ， 約 1時間加熱す る ． こ の 操作を

4 回繰 り返 し，
30％ 過酸化水素水 の 総使用量は 30ml と

　4・2　原 子化 温度の 検 討と 金属 カーバ イ ド処 理 管の特

性

　4・1 と 同様に 原子化温度 と無機塩 類 の 影響 を 調 べ た ．

灰化温度は 300。C と し，原子化に は ラ ソ プ モ ー ドを 用

い た． Fig．2 は ， タ ソ グ ス テ ン カ ーパ イ ド処 理管を用

い ，1800 °C で 原子化 した 場合，標準溶液 の 値 と よ く一
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Fig．2　Effect　 of 　 atomizing 　 temperature 　 on 　 the
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…
一

●
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△
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致す る こ とを示 し て い る．

　
一

般 に カ ド ミ ウ ム の 原子化は 1500 °C 前後が よ く用 い

られ，直 接定量法
7）8冫 で は ，

1000 °C 前後で あ り，い ず

れ に し て も，ス テ ッ プ モ
ードで は ， 設定 原子化温度に達

する ま で に，カ ド ミ ウ ム の 吸収 が 現れ る．更 に尿中 の無

機塩類 に よ る 吸収 も相前後 し て 現れ，両者を 区別 し に く

い ．一
方 ラ ソ プモ ードを 用い ると，区別 は 容易 に な る．

無機塩類 を個 々 に 添加 し て 調 べ た 結果，最初 の ピ ーク は

リ ン 酸塩 な どに よる もの
，

2 番 目が カ ドミ ウ ム 自身 ，
3

番 目が塩 化 ナ ト リ ウ ム な どに よ る もの と分か っ た ．以 上

の 検討か ら， 原子化に は ラ ン プモ ードを採用 し，約 8 秒

問 で 300°C か ら 且800°C と な る よ うに 加熱速度を 調 整

した．

　4 ・3　酸 及 び共 存 元 素 の 影響

　原子吸光測定 に 及ぼす酸及び共存元素 の 影響 は，未処

理管を用 い る 従来法に 比べ ，タ ソ グ ス テ ン カ
ーバ イ ド処

理管を 用い る こ とに よ り，干渉 は 少 な くな っ た．尿の分

解 に 用 い る 酸 と して は ， 硝酸，硫酸，過塩素酸 な どが 考

え られ る が
， 硝酸 の 場合 ，

1・ON か ら 2・ON で ほ ぼ一定

の 値を示す の で ， 本法で は
一

般的な硝酸 一過酸化 水 素 水

法を用 い る こ とと し ， 濃硝酸の使用量 は 5ml とした ．

　尿中 に存在する 主 な妨害元素は ，ナ ト リ ウ ム
，

カ リ ウ

ム ，カ ル シ ウ ム ，マ グ ネ シ ウ ム
， リ ソ な ど で あ る． Fig ・

3 は こ れ ら元素の広い 濃度範囲 に お け る カ ド ミ ウ ム の 原

子吸 光 へ の 影響を示す．い ずれ も，尿 中 の 無機塩類 の 濃

工ooe　　　　2000　　　　　　　5DO

　 　 C 。nce 血 atio叫 口9〆1

1500

Fig．3　 1nterferences　 of 　 coexistent 　 elementg 　on 　the

　　　　rclative 　peak　heights　of　cadmium

　 　 　 　 Cd 　32Fg ／1；
− O − Untreated　 tubc ；

一
●
− Tunggten

　 　 　 　 carbide 　trcatcd 　tube

度範囲 で は ，タ ン グ ス テ ン カ
ーパ イ ド処 理 管 を 用 い る と，

干渉 は 少な い こ とが分か る．こ こ に， リ ン は リ ン 酸
一一・

ア

ソ モ ニ ウ ム を ， 他は 塩化物を用い た．

　 t ・d　湿式 分 解 と 希釈 の 効 果

　尿中の カ ド ミ ウ ム は 55 ％ が 高分子 た ん 白 と結合 して

い る
5｝ と い わ れ て お り ， 直接あ る い は 硝酸添加後 ， 黒鉛

炉原子吸光測定 し て も，低 い 灰化温度 の た め ， 有機物の

影響が問題 と なる．そ こ で
， 硝酸

一
過酸化水素水法 に よ

り湿式分解を行 っ た が ，分解液の 希釈 率に よ り， 分 析値

が 異 な っ た ，Fig ・4 に ， 過酸化水素水 の 使用量 と希釈倍

率を 変え た と き の カ ド ミ ウ ム の シ グ ナ ル の ピ ーク 高さ の

変化を 示す．過酸化水素水 20ml の 場合，希釈倍率を 上

げ て も ピ ーク 高さ は 変わ らず，従 っ て 定量値 も
一

定 とな

らな い ．しか し ，
30　ml の 場合，希釈倍率を 上 げる と， そ

れ に 応 じて ピ ーク 高さ は 減少 し， 2 倍希釈以 上 で は
一

定

の 定量値を示 した ．こ の こ とか ら，尿中の カ ド ミ ウ ム は

湿式分解後， 2 倍 希釈 し て 初 め て 真の 定 量値が 得 られ る

もの で ，直接定量法 は 行 わ な い ほ うが よ い と思われ る．

　4 ・ 5 試 薬空試験

　硝酸の カ ド ミ ウ ム 空試験値 は ， 特 級及 び精密分析用試

薬い ずれ も顕著 で な か っ た ．と こ ろ が ，過酸化 水 素水 の

カ ド ミ ウ ム 空試験値 は 高 く，三菱瓦斯化学製 （鉛 と して
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Table 　2　Analytical　rcsu 且ts　of 　human 　urme
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　　 　　 　　　 　 Degr・ e 。f　di1・ ti・n

Fig。4　Effect　of 　dilution　on 　the　determination 　of

　 　 　 　 cadmiu 皿 in　 human 　 ur 洫 e

　　 　　− H20230 　m1 ；
一一一一H20120 　ml ；

− O − Signal

　　　　pじ ak 　height　obtained ；　　一●
−
　Signal　peak　height　X

　 　 　 　 degr  of 　d［且ution

0・00005 ％ 以下）は 平均 2・15　Fg／l と尿 中の カ ド ミ ウ ム

レ ペ ル よ り高か っ た ．それ に 対 し，和光純 薬製 の 原子吸

光用 （カ ド ミ ウ ム 最大値 1　pg／1， 鉛最大値 IO　pg／1）で

は ， 平均 o・45　Ft9／1 で あ っ た ，三 徳化学製 特級は 1pg／l

程度で あ っ た．従 っ て ， 実試料 の 測定に お い て は 試薬空

試験値を 差 し引 く必要が あ っ た ．又 ， 安全 の た め，湿式

分解前 に カ ド ミ ウ ム を 添加す る 標準添加法 を 採用 し た

が
， 標準溶液 に よ る 検量線 の 傾 きと ほ ぼ同 じ傾 きで あ る

の で
， 水 中 の カ ド ミ ウ ム 分析 に 用 い た 冨 永 ら

iT）の 簡易標

準添加法 も適用可 能 で あ る．

　しか し ， 尿中 マ ト リ ッ
ク ス は ， 各個人 に よ り， 又採取

時期 に よ り異な る の で
， 検量線法は 用 い な い ほ うが無難

で ある．又 ，
マ イ ク ロ ピ ペ

ッ ト用 チ ッ プ で 酸性溶液を採

取す る と， 初期 に カ ド ミ ウ ム の 溶 出が 認 め られ る
IB）の

で ，チ ッ
プ は 2N 硝酸に 1昼 夜以上 浸 せ き して お い た ．

　標準溶液 に よ る検出限界は ， 未処理 管で 0・02　pg／1（タ

ン タ ル カ ーバ イ ド処理管は L5 倍，タ ン グ ス テ γ カ ーバ

イ ド処理管は 1・2倍高感度 とな る） で ある が ， 本法 の 定

量下 限は
， 試 薬空試験値 と 2倍希釈を考慮す る と，お よ

そ o ．1　pg　Cd ／1−urine と な る．

4・6　実試 料 へ の応 用

　成人男性 5 人 （A 〜E ） に つ い て ， 起床第
一

尿，午前

lo時 ご ろ の 尿， 又 は 24 時間尿 を 採取 し ，
3・3 の 標準操作

に よ り尿 中 の カ ド ミ ウ ム 濃度を測 定 した結果を Table 　2

に 示す． こ こ に ， 尿は 採取後直 ち に 湿式分解 し ，
24 時間

尿 は た ま る まで 冷蔵庫 に 保存 して お い た ．な お，本法 は

a ） Sa 皿 pling　 timc ； 10；00　a ．　m ．　 except 　 D2 ，　Eb 　 E4，　 ESt　b）

Numerals （1，2，3→　shows 　 different　 sampling 　date；　 c）　First

urinc ；　d）　24h 　urine

複雑な操作 を含ん で い な い の で
， 他法 と の 比較は 特 に 行

わ なか っ た．

　E
‘ に つ い て 変動係数を求め た と こ ろ ，

1・76 ％ （n ＝ 4）

と良好 な値を 得， 回収率 に つ い て も 99・7％， そ の 変動

係数 3・23 ％ （n ＝・5）と な っ た ．一
般 に 尿中の カ ド ミ ウ ム

濃度 は ，測定者 に よ り幅があ り，又，カ ド ミ ウ ム 摂取量

に 相違があ る の で断定で き な い が ，
Legotte ら

1°｝に よ る

と （O ．16〜L65 ）Fg　Cd ／1−urine 程度 で あ り・ カ ド ミ ウ

ム 暴露を受けな い 場合，日本人 で は 1・O　Fg　Cd ／l−urine

程度と 思 わ れ る．

5 結 言

　尿 中 の カ ド ミ ウ ム を ， 硝酸一過酸化水素水法 で 湿式分

解 した後， 2 倍に 希釈 し，タ ソ グ ス テ ソ カ
ーバ イ ド処 理

管を 用 い た 黒鉛炉原子吸光法 で
，

ラ γ プ モ ードに よ り定

量 した 全操作時間は 約 8 時間 か ら 10 時間 と長 い が，

簡易標準添加法を用 い れ ば多数試料 の 能率的 な分析 も可

能 で あ る．又，直接定量法 に 比 べ 測 定精度 は 高か っ た ．

標準的方法との 比較 は な い が，数値か ら信頼性 も高い と

思 わ れ る．な お
， 過酸化水 素水中 の カ ド ミ ウ ム 空試験値

に 関する 知見も得 られた．

　本研究 の
一

部 は ， 昭 和 55 年 度 文部省科 学研究 費特 定

研 究 （豊） に よ り な され た ．
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　 Determination 　　of 　　cad 【1童1量u コ囗L　i囮匚　h1邑1：巳a 』匣　　u 蜜売1且e

by 　 graphite 血 mace 飢 omic 　 absorpt 童on 　 sp   ・
trometry 。　 Tokuo 　SHIM亘zu

，
　Yoshio　SHUo 　and 　KaQru

SAKAI 　 （Department 　 of 恥 vironmental 　Chemistry
，

Faculty　of 　Engineering，　 Utsロnomiya 　University，2753
，

Ishii，　 Utsunomiya −shi
，
　Tochigi ）

　Atrace 　 amount 　 of 　 cadmium 　 in　 human 　
urine

　
was

determined 　by　graphite　furnace　atomic 　4bsorPtion
spectrometry ．　A　 uri 耳e　sa 皿 p且e　（25　m1 ） was

・digested
with 　 5ml 　 of 　HNOs 　 and 　 30ml 　of　H202 　in　 a 　long−
neck 　flask　on 　a 　hot−Plate　（200

°G ），
　 then 　diluted　to

50ml ．　 The 　 standard 　 addition 　 mcthod 　 was 　 carried

out 　befbre　digestiri窪．．．Ten μ of 　the 　 resulted 　 solution

was 　injected　into　a 　tube 　treated 　with 　tungsten 　carbide
，

and 　the 　cadmium 　signal 　was 　measured 　with 　the 　ramp

mode 　 atomization ．　 Interference　 induced 　 by 　 organic

materials 三n 　 urine 　 was 　 avoided 　 by　HNO3 −H202 　 di−

gestion．　 Interference　induced　by　inorganic　sa1ts 　could

be　reduced 　by　2一丘）ld　dilution　and 　tungsten 　carbide

treatment ．　 The 　 cadmium 　 signal 　 was 　 separated 　 sUf 一
丘ciently 　 fro皿 the 　 molecular 　 absorption 　 duc　 to　 NaCl
etc ．　by　the　ramp 皿 ode 　atomization ．　 Since　the 　blank
level　of　H202 　 was 　 relatively 　 high

，
　the 　determination

was 　 li皿 ited　to　about 　 O，1μ9／1．　 The　coefHcient 　 of

varlat エon 　was 　1．76 ％ at　O．36　pg！l　in　24　h　human 　urine

（n ＝＝4）、 The　time 　required 　 was （8〜10）h．　 The 　pre−
cision 　of　this　 method 　 was 　higher 　than 　 those 　 of 　direct
皿 ethods ，

　 and 　 the 　 reasonable 　 values 　 of 　 urine 　 levels
of 　 cadmium 　 were 　 obtained ．

　　　　　　　　　　　　（Received　June　29，
1981）

　　KeUtoortl　phn 瑯 β8

detcrmination　of 　cadmium 　in　human 　urine ； graphite
furnace　 aton 垣c　 abso 【ption　 spectrometry

； tungsten

　 carbide 　treated 　tube ；　effect 　of 　dilut三〇 n ．

ラマ ン マ イクロ プロ ー ブによ る環境中の ア ス ベ ス トの 分析

立石和 男 ， 古谷圭一 
， 菊地　正

＊

， 石 田英 之 ， 石 谷　炯
＊＊

（置98且 年 6 月 25 日 受 理）

　悪性 し ゅ よ うの 原 因 の 一
っ と考 え ら れ る 大 気中 の ア ス ベ ス ト粉 じ ん に 関 し て レ ーザ ー

マ イ ク ロ プ ロ
ー

ブ 法 を 適 用 し た ．用 い た 試料 は ，角 せ ん 石 族 ア ス ベ ス ト 鉱物 の
一

っ で あ る ア ン ソ フ ィ ラ イ ト岩 石 標 本 粉

末 ， 福 島県 下 ア ス ベ ス ト粉砕 工 場廃屋内沈積 ダ ス ト， 地 下 鉄 構内 ダ ス ト 2 種 で あ る ．ア ン ソ フ ィ ラ イ ト

ア ス ベ ス ト粒 子 と ア ン ソ フ ィ ラ イ ト塊状粒子 か らは と も に 同 じ 674cm − 1
， 1045　c皿

一1 に ピ ーク を 持 っ

ス ペ ク ト ル が 得 ら れ ， 工 場廃 屋 内 ダ ス ト か ら も 同様 な ス ペ ク トル が 検 出 され た ・ な お， こ の 試料か ら

は ，炭 酸 塩 鉱物， リ ン 酸 塩鉱吻及 び セ メ ン ト成 分 の ア リ ッ トに 帰因す る と 思 わ れ る ラ r ン 線 も 観察さ れ

た ．地 下 鉄 構 内 ダ ス ト に 関 し て は ア ン ソ フ ィ ラ イ トに 相 当 す る 粒子 は 認 め ら れ ず ， 試料 A で は セ ル ロ ー

ス と 思 わ れ る 繊維状粒 子 か ら の ス ペ ク ト ル が 得 ら れ た ．な お ， 674　cm − 1 に お け る ラ マ ン 像 が 測定 さ れ

た が ， ア ス ベ ス ト の 識 別 は や や 困 難 で あ っ た．
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＊＊
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